
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１３８号 （令和７年３月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆故郷の再発見◆ 

こんにちは！お世話になっております。神奈中情報システムの 

大森です。今回は私が担当です。よろしくお願いいたします。 

さて、１月の下旬に法事があり私の実家がある岡山に妻と２人、 

３泊４日で帰っていました。私の父親の三回忌と母親の七回忌、それから、妻の母

親の七回忌が全部近くだったので、このタイミングで一緒にやることにしました。 

岡山に戻って初日は、いろいろと準備をしました。２日目は私の父親と母親の法

事を同時にやり、３日目は妻の実家の方に移動して妻の母親の法事をやりました。 

私の実家が岡山で妻の実家が瀬戸大橋のある児島という場所なのですが、車で

片道２時間かかります。また、家族のみの法事にしましたのでそれぞれの菩提寺を

借りて法事をしたのですが、お寺とのやり取りやお墓の掃除などもあり、３泊しまし

たが、だいぶ強行軍でした。 

そしてです。両親が亡くなってもう１年以上が経っており、今は実家に１年に１回く

らいしか帰っていません。なので、実家に泊まろうとすると電気や水道を戻したり、

布団の出し入れも大変なので、今回はホテルに泊まろう！と岡山市内のホテルを予

約。そのホテルを拠点に動くことになりました。 

ちなみに、私たちが泊まったホテルは岡山駅から車で５分、日本三名園の後楽園

に向かい合っている岡山プラザホテルです。実はこちらは私がかつて通っていた岡

山操山高校のすぐ近くで当時からありました。まさか自分がここに泊まることになる

とは、当時、微塵も思っていませんでしたが、安かったのでこちらを予約しました。 

そして、せっかくの地元ということで、私たちは３日間、夜は昔

懐かしのお店、かつて自分たちが行ったことがあるお店を思い出

し、スマホで調べて行ってみようということになりました。高校時代

ですから４５年前の記憶です。かつて通っていた （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目にお名前ご記載の上、ＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） お好み焼き屋さんやラーメン屋さんなどほとんど潰れてしまっていたの

ですが、まだ残っているお店もあり３日で３軒のお店を回りました。 

１日目の夜は洋食屋さんに行きました。妻が洋食好きで、また、昔来たことがあ

るとのことで岡山駅の近くの小さな洋食屋さんに行きました。２日目の夜は岡山の

街中まで行って岡山名物「デミカツ丼」を食べました。３日目の夜はホテルの目の前

にある焼肉屋さんに行きました。３軒とも建物はきれいになっていて、昔の面影はな

いのですが、味は昔のままでとても懐かしく思いました。 

また、食事が終わった後には回り道をして、例えば、私の高校の中には入れませ

んが正門あたりに行って写真を撮ったり、ホテルの目の前にある後楽園に行って、

その敷地の周りを歩いてみたり、それから、岡山城が夜は下からライトアップされる

のですが、それがきれいに見えるところまで行ったりしました。６０数歳になって半

世紀前のことを思い出し、とても懐かしい気持ちになりました。 

今回、法事で帰ったのに楽しんでもいて、親不孝なことをしているなぁとも思いま

したが、おかげで気分もリフレッシュできました。 

◆発行者コラム◆ 

３日目に行った焼肉屋さんは、私が高校生のときにもよく行っていて、当時、お店

は口数の少ないおじいさんが切り盛りをしていました。そして、今回こちらに行って

みると、２０代前半くらいの男女がお店の切り盛りをしています。私は、もしかした

ら、あのときのおじいさんのお孫さんかなぁと思い、ちょっと話しかけてみました。

「昔、あの高校に通っていてここにもよく来たんですよ、おじいさんはご健在です

か？」と。すると、２０代前半と思われる娘さんから「多分そりゃ私のおじいちゃんじ

ゃのうて、ひいおじいちゃんじゃろうなぁ・・・」と岡山弁で返されました。ひ孫が切り盛

りしていることに驚いたのと同時に、自分の年齢も考えてしまいました。大森 

大森 米山 


